様式第２号
福島市営住宅空き住戸利活用申込書兼誓約書

年　　　月　　　日
福島市長

	申込者
	所在地
	

	
	名称
	

	
	代表者の職・氏名
	

	
	電話番号
	

	申込みの
事務担当者
	職・氏名
	

	
	所属部署
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	



　「福島市営住宅空き住戸利活用者募集要項」に基づき利活用を申し込みます。
　なお、本申込み及び利活用に向けて今後発生する手続き等にあたり、下記の事項について誓約します。これらが事実と相違することが判明した場合には、福島市が行う一切の措置について異議の申し立ては行いません。
　また、下記４につき福島市が納税状況を確認すること及び下記５につき福島市が警察等に照会することについて承諾します。

記

１　「福島市営住宅空き住戸利活用者募集要項」の内容を理解し、遵守します。
２　「福島市営住宅空き住戸利活用者募集要項」に定める応募要件をすべて満たしています。
３　提出した書類及び今後提出する書類に虚偽または不正はありません。
４　国税及び地方税の未納はありません。
５　自己または自社もしくは自社の役員等が、次の各号のいずれにも該当する者ではありません。
　(1)　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（以下「法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）
　(2)　暴力団員（法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
　(3)　自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を与える目的をもって、暴力団または暴力団員を利用している者
　(4)　暴力団または暴力団員に対して資金等を供給し、または便宜を供与するなど、直接的もしくは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、または関与している者
　(5)　暴力団または暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者
　(6)　上記(1)から(5)までのいずれかに該当する者であることを知りながら、これを不当に利用するなどしている者
６　５の(2)から(6)に掲げる者が、その経営に実質的に関与している法人ではありません。
７　本書提出以降、対象空き住戸の利活用までの手続き、利活用の期間中及び利活用終了時の手続き等においては、福島市からの指示に従います。

【利活用する空き住戸】
	

	　　　　　団地　　　　　号棟　　　　　号室



【利活用する期間】
	　　　　　年間



【利活用の内容】
	· 対象住戸を使ってどのようなことを行うのかを記載

	



【利活用の理由または目的】
	· 利活用を実施しようとする理由または目的を記載

	



【利活用の対象者】
	· 申込者以外の者が住戸を使用する場合や、申込者以外の不特定の者が参加できる利活用の場合、その対象者と人数を記載
（例）地域の交流サロンの場合：「対象団地の住民■人程度」
（例）社宅の場合：「当社の従業員１名」　　等

	











【利活用により期待される効果】
	· 利活用によって、どのような効果が期待されるのかを記載

	



【対象団地の住民及び自治会との関係構築】
	· 対象団地の住民及び自治会とどのようにして良好な関係を築くか、また、団地のコミュニティをどのようにして活性化するかを記載

	



【これまでの社会貢献実績】
	· 過去３年間に行った社会貢献活動の実績を記載
（例）「令和●年●月　●●に対し●●円を寄附」
　　　「令和●年●月　●●に対し●●を寄贈」
　　　「過去３年間のうち●回、地域の清掃活動を実施」

	≪福島市内で行った活動≫



≪福島市外で行った活動≫






【対象住戸の管理】
	· 対象住戸をどのように維持管理するかを記載

	





【申込者の情報】
	事業内容
	

	従業員数
	　　　　　名（　　年　　月　　日時点）

	役員等名簿

	役職名
	氏名
	ふりがな
	生年月日
	性別
	住所

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



【修繕の実施希望】
　「福島市営住宅空き住戸利活用者募集要項」５(1)の修繕については、
	□
	福島市が実施してください。

	□
	自らの責任と負担で実施します。なお実施にあたっては、福島市の指示に従います。



【改修の実施希望】
　「福島市営住宅空き住戸利活用者募集要項」５(2)の改修については、
	□
	実施しません。

	□
	自らの責任と負担で実施します。なお実施にあたっては、福島市の指示に従います。
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